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体験入学とオープンスクール
たくさんの高校（大阪には 267校の高校があります）からあなたに合った高校を選び出すのは、簡単なことではありま

せん。そこで、先生たちは、高校の説明会、体験入学やオープンスクールなどに参加をして志望校を絞り込むことを勧めて

います。時期的には、２学期が多いのですが、すでに始まっているところもあります。新型コロナの影響で、人数制限、時

間単位の完全予約制などがありますので、早めに申し込んで権利を確保（ホームページより申し込み）してくださ
い。 受付開始１０分で受け付け終了の学校もありました。ほとんどが土日に開催です。

◎ 実際に高校へ体験などに行く(公共交通機関で行く)⇒よく話し合う。

説明会は保護者だけ、保護者と本人、本人だけ、どの形でも参加できます。
Ｗｅｂ体験などは携帯、パソコンで参加できますが、Web体験、直接学校に行く体験ともに、高校からのメールが高校のパソコンか
ら送られるのでパソコンメールを受信できる設定が必要です。また、聞き忘れがないように、あらかじめ質問を用意しておくとよい
です。 ※チェックシートが複数必要な人は担任の先生まで。

【体験入学・オープンスクールの種類】
①学校説明会・相談会

入学試験のアドバイスや学科・コースについて、学校生活への疑問について、直接先生たちに質問できる。

②クラブ見学・体験

先輩たちのクラブ活動の様子を見学して、実際に練習を体験できる高校もある。

③校内見学・体験授業

校内を見学したり、専門的な学科の授業や、難関大学を目指したハイレベルな授業など、実際に高校で行われている授業の一部を

体験。

【申し込みについて】
○ほとんどが、ホームページ（以下ＨＰ）上から申し込めますので、各自で申し込んでください。学校でまとめて申し込む場合もあ

りますので、案内に従って申し込んでください。担当は横田先生です。

また、申し込んだ場合、体験入学などに行った場合、必ず担任の先生に連絡してください。

【服装は？、持ち物は何を持っていけばいいの？】
○制服で参加すること。クラブ体験の時は運動できる服装と道具。

○持ち物は、資料(ＨＰなど)に書いているもの。まずはそちらをチェックする。もし書かれていない場合でも、筆記用具、スリッパ（体

育館シューズ）、飲み物の 3つは持って行くこと。
筆記用具はメモを取るために必要です。自分のスリッパ（上履き）を持って行った方が安心です。飲み物は、喉が渇いたときのため

です。お茶かお水を1本持って行くようにしましょう。

【その他の注意事項】
○ 体験入学等の日程や案内，事前指導の内容など読み返しておくこと。

○ 服装を整えて参加すること。制服で参加すること。

○ 貴重品を持っていかないこと。（必要以上のお金。高価な品物。なくなってはいけない物など。）

○ あらかじめ，行き方・電車の時間を調べておくこと。自転車は禁止！

○ 持ち物を確認しておくこと。（上履き，下足袋入れ等）

○ 保護者に引率してもらうことを原則とします。ただし，どうしても，保護者に引率してもらえないときは，行き帰りの安全には十分に注

意すること。寄り道など絶対にしないこと。

○ 中学校からは引率しません。自己責任での参加となります。

○ 万が一，欠席しなければならなくなった場合は，直接高校に連絡してください。無断欠席は絶対にしないこと。

最後に、

【オープンスクールまとめサイトなど（6／ 19時点での情報）】
1大阪私立中学校高等学校連合会ＨＰ オープンスクール情報 HPで確認してください
2府私学展・・日程：2023年 8月 12日(土)・13日(日)：天満橋 OMMビル 事前申し込み必要

3公立高校進学フェア・・・７月２３日(日)10:00～ 16:00：インテックス大阪 ６号館 C/Dゾーン

事前申し込み不要

英雄とは自分のできることをした人だ。
凡人はそのできることをしないで、できもしないことば
かり望んでいる。 ロマン・ロラン（フランス・作家）



＜体験入学・オープンスクール チェックシート①＞ And 高校フェアでの質問用紙

チェックポイントを中心に、わかったことや聞いたこと、自分が感じた印象などをメモしておきましょう。

志望校選びにきっと役立ちます。

学校名 志望科・コース

日時 参加申し込み 必要 不要

最寄り駅 線 駅 自宅からの所要時間

交通費 定期なら（ ）

持ち物 □筆記用具・メモ用紙 □地図 □交通費 □カメラ・携帯 □資料などを入れるカバン

□タオル □飲み物 □上靴(体育館シューズ・スリッパ) □クラブ体験の時の用意

□その他（ＩＤや申し込み番号など ）

チェックポイント メモ（感じたことや、質問事項）

アクセス（乗換 □通学のしやすさ □学校周辺の雰囲気 午前 8:20 に学校に着くために出発する時刻( )
が多いと費用がかさむ

□定期代
＆時間が計算しにくい）

雰囲気（これも大事。 □生徒の印象 □先生(顧問)の印象 □男女の割合
登下校時の生徒の様子を見

□生徒数 □自分の入りたい部活の状況
れば、その学校が分かる。）

1000 人程度が多い

入試 (中学の成績で □試験科目 □特待生制度・奨学金制度 有 無
の特待生制度がある学

□出題傾向 過去問の有無 □ファミリー特待 有 無校がある学校あり。)

学校生活 □７・８時間目の有無 □クラブ入部の制限

(７・８時間目が、ある □留学の有無 □修学旅行の場所 □校則

学校があります。コー □学習カリキュラム □コースの変更の可 否

スによっては部活動が □行事の充実度 □成績不振時の学校の対応

できない学校もある。) □個人的パソコン・タブレットの購入の有 無

施設・設備 □学校の広さ □教室の設備
(設備が古い新しい Ｉ

□図書館 □学食や売店
ＣＴ機器の揃ったとこ

□自習スペース □プール □清潔感ろとそうでないところ

があります。)

卒業後の進路 □Ｗｅｂ対応ホームページなどの充実度 □大学入試推薦と一般入試の割合 私立大学は複数受験できるため１人で何校も合格している場合があります
(現役率や国公立の場

□卒業後の主な進路 伝統校の方が就職は強い傾向にある
合、自宅通い、下宿か

□習得できる資格と支援制度 □資格試験合格率
などトータルで考える

こも大切です。)

学費（授業料以外 □進学・就職のサポート状況
の費用に注意、兄弟・

□入学手続きに必要な費用 □受験料
姉妹の進学が重なった

□授業料 □授業料以外にかかる費用場合は特に慎重に。１

□学費（１年目） □学費（３年間）
年目が一番費用がかか

ります。 私立は、大体

□奨学金制度 □寄付の有無
は８０万から１１０万。 □特待生制度
公立は３５万～４０万

授業料を含む）

□

確認したいこと □

□

□
☆入学希望度 低い １ ２ ３ ４ ５ 高い ☆合格可能性 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

メモ



＜体験入学・オープンスクール チェックシート②＞ And 高校フェアでの質問用紙

チェックポイントを中心に、わかったことや聞いたこと、自分が感じた印象などをメモしておきましょう。

志望校選びにきっと役立ちます。

学校名 志望科・コース

日時 参加申し込み 必要 不要

最寄り駅 線 駅 自宅からの所要時間

交通費 定期なら（ ）

持ち物 □筆記用具・メモ用紙 □地図 □交通費 □カメラ・携帯 □資料などを入れるカバン

□タオル □飲み物 □上靴(体育館シューズ・スリッパ) □クラブ体験の時の用意

□その他（ＩＤや申し込み番号など ）

チェックポイント メモ（感じたことや、質問事項）

アクセス（乗換 □通学のしやすさ □学校周辺の雰囲気 午前 8:20 に学校に着くために出発する時刻( )
が多いと費用がかさむ

□定期代
＆時間が計算しにくい）

雰囲気（これも大事。 □生徒の印象 □先生(顧問)の印象 □男女の割合
登下校時の生徒の様子を見

□生徒数 □自分の入りたい部活の状況
れば、その学校が分かる。）

1000 人程度が多い

入試 (中学の成績で □試験科目 □特待生制度・奨学金制度 有 無
の特待生制度がある学

□出題傾向 過去問の有無 □ファミリー特待 有 無校がある学校あり。)

学校生活 □７・８時間目の有無 □クラブ入部の制限

(７・８時間目が、ある □留学の有無 □修学旅行の場所 □校則

学校があります。コー □学習カリキュラム □コースの変更の可 否

スによっては部活動が □行事の充実度 □成績不振時の学校の対応

できない学校もある。) □個人的パソコン・タブレットの購入の有 無

施設・設備 □学校の広さ □教室の設備
(設備が古い新しい Ｉ

□図書館 □学食や売店
ＣＴ機器の揃ったとこ

□自習スペース □プール □清潔感ろとそうでないところ

があります。)

卒業後の進路 □Ｗｅｂ対応ホームページなどの充実度 □大学入試推薦と一般入試の割合 私立大学は複数受験できるため１人で何校も合格している場合があります
(現役率や国公立の場

□卒業後の主な進路 伝統校の方が就職は強い傾向にある
合、自宅通い、下宿か

□習得できる資格と支援制度 □資格試験合格率
などトータルで考える

こも大切です。)

学費（授業料以外 □進学・就職のサポート状況
の費用に注意、兄弟・

□入学手続きに必要な費用 □受験料
姉妹の進学が重なった

□授業料 □授業料以外にかかる費用場合は特に慎重に。１

□学費（１年目） □学費（３年間）
年目が一番費用がかか

ります。 私立は、大体

□奨学金制度 □寄付の有無
は８０万から１１０万。 □特待生制度
公立は３５万～４０万

授業料を含む）

□

確認したいこと □

□

□
☆入学希望度 低い １ ２ ３ ４ ５ 高い ☆合格可能性 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

メモ



＜体験入学・オープンスクール チェックシート③＞ And 高校フェアでの質問用紙

チェックポイントを中心に、わかったことや聞いたこと、自分が感じた印象などをメモしておきましょう。

志望校選びにきっと役立ちます。

学校名 志望科・コース

日時 参加申し込み 必要 不要

最寄り駅 線 駅 自宅からの所要時間

交通費 定期なら（ ）

持ち物 □筆記用具・メモ用紙 □地図 □交通費 □カメラ・携帯 □資料などを入れるカバン

□タオル □飲み物 □上靴(体育館シューズ・スリッパ) □クラブ体験の時の用意

□その他（ＩＤや申し込み番号など ）

チェックポイント メモ（感じたことや、質問事項）

アクセス（乗換 □通学のしやすさ □学校周辺の雰囲気 午前 8:20 に学校に着くために出発する時刻( )
が多いと費用がかさむ

□定期代
＆時間が計算しにくい）

雰囲気（これも大事。 □生徒の印象 □先生(顧問)の印象 □男女の割合
登下校時の生徒の様子を見

□生徒数 □自分の入りたい部活の状況
れば、その学校が分かる。）

1000 人程度が多い

入試 (中学の成績で □試験科目 □特待生制度・奨学金制度 有 無
の特待生制度がある学

□出題傾向 過去問の有無 □ファミリー特待 有 無校がある学校あり。)

学校生活 □７・８時間目の有無 □クラブ入部の制限

(７・８時間目が、ある □留学の有無 □修学旅行の場所 □校則

学校があります。コー □学習カリキュラム □コースの変更の可 否

スによっては部活動が □行事の充実度 □成績不振時の学校の対応

できない学校もある。) □個人的パソコン・タブレットの購入の有 無

施設・設備 □学校の広さ □教室の設備
(設備が古い新しい Ｉ

□図書館 □学食や売店
ＣＴ機器の揃ったとこ

□自習スペース □プール □清潔感ろとそうでないところ

があります。)

卒業後の進路 □Ｗｅｂ対応ホームページなどの充実度 □大学入試推薦と一般入試の割合 私立大学は複数受験できるため１人で何校も合格している場合があります
(現役率や国公立の場

□卒業後の主な進路 伝統校の方が就職は強い傾向にある
合、自宅通い、下宿か

□習得できる資格と支援制度 □資格試験合格率
などトータルで考える

こも大切です。)

学費（授業料以外 □進学・就職のサポート状況
の費用に注意、兄弟・

□入学手続きに必要な費用 □受験料
姉妹の進学が重なった

□授業料 □授業料以外にかかる費用場合は特に慎重に。１

□学費（１年目） □学費（３年間）
年目が一番費用がかか

ります。 私立は、大体

□奨学金制度 □寄付の有無
は８０万から１１０万。 □特待生制度
公立は３５万～４０万

授業料を含む）

□

確認したいこと □

□

□
☆入学希望度 低い １ ２ ３ ４ ５ 高い ☆合格可能性 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

メモ


